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　国際銀行業統計 （IBS） は所在地銀行統計 （the 
locational banking statistics：LBS） と 連 結
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全報告銀行（LBS） カナダ国籍 銀行 カナダ国籍銀行
対全部門 内イントラ部門
世界各国への債権 89915 2845 494 2998
カナダ居住者への債権 2366 1959 107 1787
　カナダ所在拠点の現地債権 1908 1772 … …
　　現地通貨（カナダドル） 1825 1711 … 1787
　　外貨建て通貨 83 61 … 87
　クロスボーダー債権 457 187 107
　　カナダドル建て 1 ― ― …
　　その他通貨建て 456 187 107 …
世界のその他への債権 87549 886 388 1211
　現地債権 59613 152 23 …
　　現地通貨 55393 90 7 775
　　外貨 4125 63 16 436
　クロスボーダー債権 27583 728 364
（出所）Avdjiev, S., et al （2015）, p.57.
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能性がある。2015 年 3 月末現在で相手先不明











































全部門（10 億ドル） 28,041 20,165 4,032 512 1,860 563 627
銀行部門 55.7 57.8 51.3 41.9 58.9 53.8 39.6
　イントラグループ 34.5 21.1 29.3 5.2 20.7 14.2 11.4
　非関連銀行 21.2 36.7 21.9 36.6 38.2 39.6 28.1
非銀行部門 42.6 40.3 48.3 56.2 38.3 45.2 60.1
　非銀行金融部門 9.5 9.3 14.6 2.1 2.7 2.8 2.7
　　非金融企業 15.4 15.1 12.7 26.2 20.6 22.5 15.3
　　家計 0.6 0.6 0.5 4.1 0.3 1.4 1.2
　　政府部門 2.8 3.4 0.1 3.7 1.0 4.9 2.1
　　非分類非銀行 6.7 6.4 7.1 3.7 13.0 2.0 5.4
　非分類銀行部門 17.7 16.0 21.0 27.9 15.0 19.8 42.1
非分類部門 1.7 1.9 0.5 1.9 2.8 1.0 0.4
メモ：分類可能部門 73.9 75.7 71.5 66.4 69.2 77.2 52.1
（出所）Avdjiev, S., et al（2015）, p.63.
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在地銀行統計（the locational banking statis-
tics：以下 LBS と略す）と連結銀行統計（the 
consolidated banking statistics：以下 CBS と






握する。一方，CBS は報告国 25 ヵ国～ 31 ヵ














余り（1985 年第 1 四半期）から 2008 年のリー
マンショック直前には 35 兆超ドルに約 16 倍に
増大している。長期にわたるいわゆる「グレー
ト・モデレーション」が背景にあるが，世界規
模では 1997 年～ 98 年のアジア危機の影響はほ
とんど反映されていない。一方，連結ベースの
CBS では，同期間の対外債権約 8000 億ドルか
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債権ベースでみると 2005 年半ばでは 30％を下
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の投資先としての負債証券の推移である。80
年代半ばには 12％を下回っていたものが，




















機に至る 90 年代半ばから国際債権の 60％を上
回り，その後もリーマンショックまで 50％内
外で推移し，40％台半ばに近づくのはその直後
の 2009 年にかけてであり，その後も再び 50％
近くで推移している。一方，現地通貨建て現地





































































































































































（出所）BIS locational banking statistics より作成。
図 6　国際銀行業の対外債権（対全世界）残高内訳別の推移















































































































































































































（対世界：1998 年 6 月）








































































































































































































































































































（出所）BIS locational banking statistics より作成。
図 9　対アジアパシフィッククロスボーダー貸付・預金残高の推移

































































































































































































































































しそのシェアは 80 年代半ばには 80％を超えて
いたが，90 年代には一挙に 60％台に下落し，
2000 年代には 50％台に転落した後 2000 年代
半ばに 60％台に回復した。それ以降は 60％を
わずかに下回るところで推移している。ドルの
シェア低下を埋めたのは 90 年代から 2000 年代
初頭までは円（ピークは 98 年 3 月末の 28.5％）
であった。その後はユーロの台頭もあってこの





















































































































































































（出所）BIS locational banking statistics より作成。
図 10　対アジアパシフィック・クロスボーダー銀行債権形態別残高の推移











































































































































































































































































































































































































98 年，08 年，16 年にはそれぞれ 42％，45％，
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図 13　対アジアパシフィック・最終リスクベース対外債権相手別残高
































































































































































































































































































































































































































（1998 年 6 月）
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1 　 本 節 以 下 5 節 ま で は 主 に Avdjiev, S. and 
McGuire, P., Wooldridge, P.,（2015）に拠る。
2 　たしかに，表 1 からはこのように読み取り可
能だが，原表注の指示する公表されたデータ






















































































































































































5 　国際銀行業統計の高度化以前に 2000 年代の
国籍銀行別資産負債の通貨区分からシステミッ
ク・リスク，「ドル不足」分析を行ったものに，










山本（1999），Arndt, et al. （1999），Gdrdut, et 
al. （1998）， Sheng（2009）などを参照。
9 　Garnaut, R. et al, （1999） Part Ⅱ .
（付記 1）拙稿を在職中お世話になった。ノテ
スタイン名誉教授に捧げる。
（付記 2）本稿は 2016 年度中京大学企業研究所
プロジェクト「欧州銀行および G-SIBs
のビジネスモデルの研究」による研究成
果の一部である。
